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今月の巻頭言 

      変わらない支援 

 

     柏崎市立教育センター 

     副所長(教育相談担当) 中村 正彦 

 

 今年度、子育て支援センターから教育センター教育相談係に配属になりました。今までは、主

な対象が乳幼児でしたが、これからは、児童生徒が対象となります。よろしくお願いいたします。 

 箱根駅伝と言えば、もともとは関東地区の正月の風物詩という印象でしたが、今や全国的な一

大イベントになりました。選手を紹介した雑誌が本屋に並ぶようにもなりました。私も大学で“長

距離部”に籍を置きましたが、入学したころは箱根駅伝のことはほとんど知りませんでした（大

学では、陸上競技部というより“長距離ブロック”などと言います）。しかし、内容は、「（箱根）

駅伝部」と言った方がさらに合っているくらいで、今も昔も、関東にある長距離部は、箱根のた

めにある、と言っても過言ではないのです。 

 これは、ひとえにマスコミによるものだろうと思います。それは、「予選会」（前年シード順位

に入れなかった大学が集まってタイムトライアルを行って出場権を争う）の盛り上がりからも言

えます。以前は、人知れず埋め立て地のコースで細々と行っていましたが、現在は、テレビなど

でも大きく取り上げられ、日本で箱根駅伝を知らない人はいない、と言っても言い過ぎではない

でしょう。中には、“神”などと呼ばれてヒーローのようになっている選手もいます。 

 しかし、本質は以前とあまり変わっていないと思っています。地方から集まった若者が、合宿

所に入り、先輩・後輩という人間関係の中で生活し、毎日のハードな練習をほとんど休みなく１

年間繰り返します（運動クラブはほとんどそうですが）。その中の一握り（１０人）が、襷を下

げて走り、繋いでいくことが出来るのです。そういう私は、蚊帳の外の人間でしたが…。 

 教育センターも時代とともに変化を遂げてきたようです。平成元年に旧柏崎実践女学校跡に

「教育文化センター」として開設され、平成１３年に「教育センター」に名称が変更、若葉町の

情報開発学院跡に移設されました。そして、平成２４年、産業大学 B 号館へ移転し、現在に至っ

ています。所管も生涯学習課から学校教育課、現在は独立に至っています。 

 「教育相談」は、相談という方法を主として子どもや保護者を支援してきました。開設当初か

ら「不登校」への支援が大切な取組としてありました。これは現在も変わりはありません。時間

の経過とともに、社会環境や家庭生活の形態が変化し、子どもたちを取り巻く状況も変わってき

ました。しかし、この取り組みは、変わらず続いています。時が流れても、相談や支援の本質は

変わることがないものだと思います。 

 社会の変化に敏感でありながら、子どもとその保護者への支援を以前と変わりないスタンスで

していけたらと思います。
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飯塚邸前でお話を聞く受講者 

 

■研修講座より 

 「柏崎に愛着を深め、誇りを持つ子ども」を育むには、まず、教師から！ 

 ◆8/2（火）「柏崎学」～文化財・文化施設めぐり～ 

 本年度は、ドナルド・キーン・センター柏崎、飯塚邸、綾子舞会館、

新道小学校（綾子舞の絵画鑑賞）を巡り、柏崎の魅力を知るとともに、

柏崎の文化や施設の教材化について考えました。 

 参加された２０名の先生方からは、「今日の研修を参考に自校区の

学習材の教材化を進めてきたい」「食べ物や祭りをテーマにした面白

い総合ができるのではないか」等の感想が聞かれました。 

 
 

 柏崎の活性化のために自分ができることは？～柏崎の未来を創り出す～ 

 ◆8/21（日）中学生お仕事創生塾 

協力：学校研キャリア教育研究部、新潟産業大学、新潟工科大学、柏崎 iT・ｿﾌﾄｳｪｱ産業協会 様 

 ①駅前商店街を歩き、柏崎の魅力を生かしたまちづくりについて

考える活動、②自律走行ロボットを制御するプログラムの開発を通

して、人工知能で解決できる課題について考える活動、③廃てんぷ

ら油の再生を通して、持続可能なまちづくりについて考える活動の

３つの内から、子どもが１つを選択して活動しました。 

 参加した３１名の中学生からは、「未来の柏崎の活性化のために、

自分ができることをやりたい」などの声が聞かれ、柏崎に貢献しよ

うとする気持ちを高めていました。 
 
 

 安心感が自分らしさを表現、発揮する 

          ◆9/5（月）コミュニケーション力育成講座 

講師：ＮＰＯ法人あそび環境 Museumアフタフ・バーバン北信越  清水 洋幸 様 

 内郷小学校の全校児童、先生方、他校から参加された先生方が、

風呂敷１枚で忍者に変身！忍者になり切って、隠れ身修行や変身修

行をしたり、グループで協力して課題をクリアしたりしました。そ

れらの修行の中に、仲間と協力しなければならない仕掛けが随所に

組み込まれていて、子どもたちは遊びながら自分を発揮、表現する

楽しさや、仲間と協力する楽しさを実感していました。また、清水

様の熱意、テンポの良い指示、一人一人の子どもを大切にする声掛

けなど、日頃の授業に生かせるヒントをたくさん得ることができま

した。 

 気温３０度を超える暑い日でしたが、内郷小学校の子どもたちのたくさんの笑顔にすがすがしさを感

じた研修でした。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 参加者の感想 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

○ まずは「安心感」。これは、学級経営などのいろいろな研修でも耳にする言葉ですが、今日、実際

に、安心して自分を発揮していく子どもたちを見て、とても大切なことだと改めて感じました。子ど

もたちと一緒に安心できる場、学級をつくっていきたいです。 

○ 「思い通りにいかない人間関係」でも、「思いもつかない楽しさやおもしろさ」があることに気付

くことができました。子どもたちと楽しい時間をつくりながら、関わり合って学んでいくことができ

るようにしていきたいと思います。  

忍者に扮し、熱心に指導する清水様 

未来の柏崎について考える中学生 



- 3 - 

 

 心に届く話し方・声とは… 

 ◆9/7（水）国語科教育、図書館教育 講座 

講師：青二プロ所属 ナレーター、声優、俳優  堀井 真吾 様 

 柏崎市出身の堀井様から、志賀直哉「小僧の神様」、太宰治「走

れメロス」の朗読と、ご講演をいただきました。堀井様が、朗読を

始めた瞬間、物語の世界にすぅーと引き込まれ、その世界観に圧倒

される素晴らしい朗読を聞くことができました。 

 「聞き手の心に届く話し方・声とは、セリフを上手に読んだり、

作られたきれいな声で話したりすることではなく、自分の内なる思

いを言葉にどれだけまっすぐに乗せて話すことができるかである」

と教えていただきました。 

 物語の世界にどっぷりと浸り日常を忘れる素敵なひとときでした。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 参加者の感想 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

○ 堀井さんのパワーある声が心に響いてきました。聴いていて「あんないい声になりたいなあ」と思

いました。声を変えることはすぐにできないと思いますが、間のとり方、スピード、強弱は勉強して

真似できるのではないかと思いました。 

○ 「つくられた言葉は、音として子どもを通過して、子どもの心に届かない」ドキッとしました。日々

の授業で届いていないと感じることがあり、まさに通過していたんだなあと思いました。「自分の声

で、心で届けること」、これからも努力していきたいと思いました。 

 

 

 社会総がかりで、未来を担う子どもたちを意図的、意識的に育む 

 ◆9/30（金）防災・安全教育、ともに歩む“地域の学校”づくり 講座 

講師：文部科学省初等中等教育局児童生徒課 生徒指導調査官  長田 徹 様 

 長田調査官から、大きく２つ（学力向上、東日本大震災）について

お話いただきました。 

 ７年間に及ぶ追跡調査を基に、学力の向上には、外発的動機付けで

はなく、内発的動機付けが重要であることをお話しいただきました。

子どもをモノで釣るのではなく、学ぶことの楽しさを子どもに実感さ

せることが、学力向上の近道であると教えていただきました。 

 また、東日本大震災の様子と地域との連携についてお話しいただき

ました。津波が押し寄せる中、子どもたちがお年寄りを助けようと行

動したこと、避難所生活で子どもたちができることを自分たちで考え、

地域の方々と協力して活動したことなどを紹介していただきました。

日頃から学校と地域との関係を構築しておくこと、学校だけでなく地域の方と協働して意図的、意識的

に、真に生きてはたらく力を子どもたちに育むことの大切さを教えていただきました。 

 自ら被災された長田調査官の心の込もった一言一言、画像を通して知る被害の大きさ、「復興より福

興」を合言葉に新たな一歩を踏み出した子どもたちの姿に涙が止まらない時間でした。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 参加者の感想 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

○ 防災教育のコーディネイト業務を行う中で日々感じていることと結び付くお話が多かったです。子

どもは、学級担任や親といった毎日関わっている大人の影響を強く受けるということ、そして、小中

の地域にいるうちから「こんな大人になりたい」という社会のロールモデルを示すことが大事なのだ

と改めて感じました。 

○ 長田先生のご講演は、大変参考になりました。最後のワード「復興より福興へ」の子どもの表現に

感動しました。また、今後の教育は、「地域、学校、保護者の一体感が大切である」と思いました。 

○ 人間と人間がつながっていくことの重要性、相手を思いやる温かさ、つながりの中で生まれる教育

力、正に生きていく力に繋がっていくと思います。福島県県外派遣教員として柏崎にお世話になって

いる身です。柏崎市で温かい人間関係のもと、しっかりと成長している子どもたちの姿を見ると、柏

崎の方々に感謝の気持ちでいっぱいになります。支援や見守りが必要な子どもたちに、よいつながり

を創れたらと思います。地元に戻った時「福興」を目指したいと思います。  

「小僧の神様」を朗読される堀井様 

心の込もった言葉でご講演される 

長田調査官 
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■ スクールオフィス情報 

小学校の就学予定者名簿を配布しました 

 例年より早く、9 月に小学校の就学予定者名簿を配布しまし

た。そのままスクールオフィスに登録できるように加工したデー

タでお送りしていますので、「名簿 CSV アップロード登録」の

画面から一括で登録していただけます。ただし、「クラス構成

の設定」画面で、未就学クラスが最低 1 クラス設定されている

必要があります。60 人までは 1 クラスで登録可能ですが、そ

れ以上の場合 2 クラスが必要です。教育センターで加工する

際も、60人を超える場合は2クラスに分けてデータを作成して

います。就学予定者は当年度の「未就学」クラスに登録されま

すので、変更等は「未就学」クラスに対して行っていただくこと

になります。配布時は仮のクラス分けになっていますので、適

宜調整してください。なお、「未就学」クラスの情報は、年度更

新により、新年度の 1年生として自動的に登録されます。 

 中学校の就学予定者名簿は 11 月上旬ごろ配布の予定ですが、行政側からのデータ項目は限定的で

すので、学校区内の小学校から卒業生となる学年のデータを CSV形式で用意してもらい、それを使用す

る方が効率的かもしれません。（小学校からのデータをそのまま登録することはできません。学年、クラス、

出席番号、入校日、地区名など必要な項目の修正や、ID、パスワード、クラブ活動等の情報のクリアが必

要です。） 
 

仮年度更新は実施しましたか？ 

 スクールオフィスでは、次年度の準備のために「仮年度更新」機能

が用意されています。これは、次年度の行事予定や年間校時などを

準備しておく領域を作成するものです。仮年度更新を行わない場合、

新年度になってから全ての登録を行わなければなりませんが、仮年

度更新を行っておくことで、事前に登録しておくことができます。年度

末には「年度更新」を行う必要がありますが、仮年度に登録しておい

た行事などの情報は、年度更新を行うことで新年度の情報として引き

継ぐことができます。 

 

 

 

 

    

最低１クラスが 
必要です 

「仮年度更新」が行われてい
る表示、ここから「仮 2017 年
度」を選択して、仮年度の環
境に切り替えます。 

 

最低１クラスが 
必要です 

「仮年度更新」が行わ
れていない表示 

仮年度更新は
これを選択 
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■ 今年度の整備機器のご案内 

今年度、更新される機器 

◆小学校 PC教室用 PC 

  

・小学校の PC 教室のノート PC 教室を、12 インチのタブレット PC に置き換えます。タブレットはデジ

タイザ内蔵で、専用のペンによる操作・入力が可能です。キーボード、マウスも整備されます。整備台

数は現在整備されている台数に準じます。 

・光学ドライブが内蔵されないため無線対応の BD ドライブ 1 台、有線 LAN ポートが内蔵されないた

め 20台につき 1台の無線ルータを整備します。 

・OSはWindows10になります。新たに導入するソフトウェアとして、タブレットを活用するための「ジャ

ストスマイルクラス R.2」を予定しています。ワープロや発表などの基本的な機能の他、授業支援ツー

ル、ドリルやシミュレーション教材、協働学習を支援する機能などが用意されています。なお、従来通

りマイクロソフトオフィスも利用できます。 

・プリンターは A4 インクジェット複合機 2台、A3カラーレーザー1台を基本として整備します。 

   

◆教室用プロジェクターワゴンの機器更新 

    

・平成21年度にワゴンとセットで整備したプロジェクターを短焦点（電子黒板機能なし）タイプの機種に

更新します。明るさは 3000から 3400ルーメンで若干明るくなり、スピーカーの音量が大きくなります

ので、外部スピーカーは不要でしょう。HDMI 端子もありますので、「ぼうけんくん」なども利用できま

す。なお、短焦点ですので、黒板への投影は今までのようにワゴンに載せた状態での利用は適しま

せん。ワゴンから出し、教卓の上に置いて利用するくらいがちょうどよいでしょう。 

・ワゴン用ノート PC も更新しますが、実物投影機は更新されませんので、昨年度整備した「ぼうけんく

ん」を利用してください。既存の実物投影機は既にメーカーのサポートも切れており、故障した場合、

修理ができません。 

     

無線ルータ タブレット PC 光学ドライブ 

× 
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兵 
柏崎刈羽地区科学技術教育センターだより 

 

【研修会・事業の様子】 

○ 宿泊野外研修会「月山・加茂水族館」 ７月３０日（土）～３１日（日） 

◇講  師 瑞穂中学校校長 岸 勝巳 様 

１日目は雷と大雨により月山頂上までは行けませんでしたが、植物が咲

き乱れ、天気さえよければ見事な花畑でした。宿に到着後、観察できなか

った植物を、岸先生から映像を交えご説明いただきました。２日目は羽黒

山の階段を上りながら文化や歴史に親しみ、加茂水族館で様々なクラゲを

観察して、無事研修を終えました。 

 

○ 上越地区合同野外研修会「谷根川渓流ウォーク」 ８月３日（水） 

◇講  師 柏崎・夢の森公園 中村 拓郎 様・渡邊 朝子 様 

冷たい川の中を歩きながら、谷根の自然を堪能しました。急流の岩場

をよじ登ったり、途中の淵では飛び込みをしたりしながら、子どもたちを

連れてきたときの安全面や観察ポイントなどを確認することができまし

た。 

 

○ 望遠鏡技能習得講座 ８月４日（木） 

望遠鏡の操作に慣れ、天体への興味を高めてほしい思いから研修会を開

催しました。実際に望遠鏡に触れ、ファインダーを調節したり、遠景を視

野に入れたりする実習を行い、屈折式・反射式それぞれの望遠鏡を操作で

きるようになりました。 

 

○ 星空観察会 ８月１１日（木・祝） 

◇講  師 柏崎天文同好会 松村 昌明 様 

南中学校校長 山田 智 様 

８０人を超える参加者を２グループに分け、実天観察や宇宙の話を楽し

みました。晴天に恵まれ、月や火星、土星、木星、アルビレオの二重星な

どを観察することができました。観察会後には流星もいくつか確認できま

した。 

 

○ 小３「こん虫を調べよう」 ８月２２日（月） 

◇講  師 上越市立春日小学校教諭 廣田 万博 様  

       実物（標本）を観察しながら昆虫のからだのつくりについて学ぶことで、

実物に触れる大切さを感じることができました。また、昆虫のからだのつ

くりを再確認する教材として、紙や粘土で模型作りをしました。 

 

○ 地層観察会 ８月２３日（火） 

◇講  師 瑞穂中学校校長 岸 勝巳 様 

石地から米山まで柏崎の海岸に出ている露頭を中心に観察しました。そ

れぞれの露頭のつながりや堆積時の環境を想像しながら学ぶことができ

ました。   

また、海岸で採取した砂鉄(酸化鉄)から鉄を取り出す反応（テルミット
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反応)も実習しました。 

 

○ 秋の植物観察会 ９月１３日（火）八石山周辺にて 

◇講  師 柏崎植物研究グループ 阿部 文夫 様 

登山道を登りながら、周辺の植物について名前の由来が分かるよう

に丁寧にご説明いただきました。参加者から「遠足などで子どもたち

を引率してきたときに即使える内容です。」と、好評をいただきました。 

 

○ プラネタリウムで授業を！（小６）② ９月１５日（木）博物館にて 

◇講  師 北条小学校教諭 山口 千佳子 様 

      博物館     佐藤 俊男 学芸員 

       プラネタリウムを活用しながら「月と太陽」の模擬授業を山口先生

から行っていただきました。プラネタリウムは、実天では観察しきれ

ない部分を補ってくれるという利点があります。授業で活用してみま

せんか？  

 

○ 小３「ゴムのはたらき・風のはたらき」 ９月２０日（火） 

   風の受け方や、ゴムの強さと走る距離の関係についてのポイントを

研修しました。また、教科書に掲載されている風車や車のほか、小３

では３種類以上のものづくりをすることになっていますので、ものづ

くりとして扱うことができる教材を紹介しました。 

 

○ プラネタリウム技能習得講座② ９月２８日（水） 博物館にて 

◇講  師 博物館 佐藤 俊男 学芸員 

プラネタリウムを操作しながら、６年生の授業を行うための研修を

しました。操作盤は一見複雑ですが、必要な操作さえ覚えれば十分で

す。教師が操作しながら、授業を進めることができたら素敵だと思い

ませんか？ 

 

 

○ プラネタリウムで授業を！（中３）③ １０月１４日（金）博物館にて 

◇講  師 博物館 佐藤 俊男 学芸員  

上記研修同様にプラネタリウムを操作しながら、授業を行うための

研修をしました。参加者が意見交換をすることで、中学校でのより効

果的な活用方法を検討することができました。 

 

 

 

※１０月は上記研修の他に 

１０月１８日(火) 「秋遊び」     講師 柏崎・夢の森公園 中村 拓郎 様 

１０月１９日(水) 中２「電流と磁界」 講師 第二中学校教諭 紙谷 武史 様 

                      東中学校教諭  近藤 悠司 様 

１０月２１日(金) 小５「電流のはたらき」 

の３講座を行いました。詳細は次号でご紹介します。 
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○ 科学研究応援プロジェクト 

「科学研究相談会」 「参考作品展」 「名前調べ会」 

８月５日（金） ８月１６日（火）～２０日（土） ８月２０日（土） 

◇講  師  

阿部 文夫 様(柏崎植物研究Ｇ)

佐藤 俊男 学芸員（博物館） 

◇会  場 

教育センター 

◇会  場  

ソフィアセンター 

 

※昨年度の科学作品展で特別賞

を受賞した児童生徒の作品も、一

部展示しました。 

◇講  師 

相澤 陽一 様(柏崎植物研究Ｇ) 

河合 三喜雄 様（同上） 

井上 宗温 様（柏崎貝類同好会） 

佐藤 俊男 学芸員（博物館） 

◇会  場 

ソフィアセンター 

今年度初の試みで開催した相

談会です。平日にもかかわらず、

３０名近くの来場者が相談に訪

れ、標本の同定や研究の相談な

ど、講師からアドバイスをもらっ

ていました。 

都合により、例年とは会場が変

更になりましたが、多くの来場者

が訪れ、各作品を熱心に見る様子

がうかがえました。 

植物・海藻・貝・昆虫標本など

の名前の同定に多くの親子が来

場しました。講師のアドバイスを

熱心に聞き、一生懸命メモする姿

も見られました。 

 

第５１回柏崎刈羽地区児童生徒科学作品展 

◇期  日 ９月９日（金）～１９日（月・祝） 

◇会  場 博物館 

９月８日(木)の審査会を経て、標記の会が博物館にて開催されました。

今年も各校から力作が出品され、近年では最多の１７０作品を展示しま

した。また、２３日（金）には博物館にて特別賞および金賞の表彰式が

行われました。 

出品数などは以下の通りです。 

○出品校数：１９校  ○作品数:１７０作品 

○金賞（特別賞含む）：１８作品 銀賞：２２作品 優良賞：１６作品 努力賞：１１４作品 

 

第５１回柏崎刈羽地区児童生徒科学研究発表会 

◇期  日 １０月３日（月） 

◇会  場 柏崎市文化会館 アルフォーレ 

今年は昨年度を上回る１６校、４１作品(参加者５１人)の出品があり

ました。小学校中学年２部門、高学年３部門、中学校１部門の６会場に

分かれ、それぞれの部門で児童生徒が堂々と発表しました。興味深い発

表が多く、視聴者のみならず指導者の先生方も熱心に質問している場面

が多々見られました。 

児童生徒の事前指導や、当日指導及び運営にご尽力くださいました先生方、ありがとうございまし

た。なお、詳細な結果は各校にお送りした通りです。  
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【要請授業など】 

○海の活動（大洲小） 

○放射線教育（荒浜小） 

○科学クラブ（大洲小・剣野小・新道小） 

○地層観察（三中校区小学校・比角小・柏崎小） 

○川の観察（北条小） 

 

 

 

 

 

 
事業のご案内 １１月～３月 

○科学研究おうえんプロジェクト～「海の小さな貝の観察会」～ 

◇日  時 １１月３日（木・祝） 

◇会  場 教育センター・博物館・高浜海岸 

◇講  師 柏崎貝類同好会会員 

博物館 佐藤 俊男 学芸員 

 

○ 青少年のための科学の祭典 柏崎刈羽大会 

◇日  時 １１月２６日（土）  

◇会  場 新潟工科大学 

 
研修会のご案内 １１月～３月 

○ 中１「身の回りの現象」 

◇日  時 １１月１４日（月） １５：００～１６：４５ 

  ◇講  師 第二中学校教諭 紙谷 武史 様 

        東中学校教諭  近藤 悠司 様 

○ 理科教育講演会 

◇日  時 １１月１６日（水） １５：００～１６：４５  

◇講  師 新潟市立白新中学校教諭 山内 伸二 様 

○ 上越地区教職員理科研究発表会 

◇日  時 １１月２２日（火）９：４０～１６：４５ 

◇会  場 上越市教育プラザ  

○ 上越の理科を語る会 

◇日  時 １２月３日（土） 

◇会  場 高陽荘（上越市） 

○小４「もののあたたまり方」 

◇日  時 １月１８日（水） １５：００～１６：４５ 

○野鳥観察会 

◇日  時 １月２４日（火） １４：００～１６：００  

◇会  場 西山町 長嶺大池 

◇講  師 日本野鳥の会会員 小林 成光 様 

○ 柏崎高校普通科理数コース課題研究発表会 

◇日  時 ２月３日（金） 

◇会  場 柏崎市文化会館 アルフォーレ

詳細は研修講座一覧をご覧

ください。 

年度途中の申し込みも可能

です。都合がつく方はどしど

しご参加を！ 

TEL：２３－１１６８ 

E-mail：kec@kenet.ed.jp 

今期もたくさんの要請をいただきました。都合のつく限り、伺いま

すので、いつでも声をかけてください。 

（ただし、協力員は午後のみの要請ですので、お気を付けください。） 

詳細はポスター・チラシを御確認くだ

さい。 

ご協力・ご来場、お待ちしています！ 

放射線学習(荒浜小) 海の活動(大洲小) 
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  ○必要に応じて内容を追加します。執筆･掲載希望があればいつでもお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろ体験グループ  

 
 今年度も『いろいろ体験グループ』がスタートしています。これは当センターで行っている、発達障が

い特性のある児童・生徒を対象とした「ソーシャルスキル・トレーニング（ＳＳＴ）」です。 

ソーシャルスキルトレーニングとは、人が社会で生きていくのに必要な技術を身につける練習のことで

す。多くの子どもはトレーニングをしなくても、周りの人の行動を見て社会で生活するために必要な行動

を自然に身につけていきます。あいさつをする、人の話を聞く、自分の気持ちや考えを伝える、素直に謝

るなど学校生活や集団生活の中で他者と関わる上で必要な技術です。しかし、発達障がい特性のある子ど

もたちは、日常生活の中で自然に身につけることが難しく、そのために困難を抱えてしまうことも多く見

られます。そこで少しでも日常生活を送りやすくするためのスキルを習得する場として、当センターでは

『いろいろ体験グループ』を開催しています。 

『いろいろ体験グループ』は、前期と後期にわかれており、10 月から後期がスタートしています。小学

生グループ３つ（小学生女子・低学年男子・高学年男子）と中学生グループ２つの構成となっています。 

 子どもたちが意欲をもって参加できるように、少しがんばれば到達できる小さな目標の階段を設定し、

達成できたらほめてあげます。ほめられたことで自己肯定感が高まり、また次の目標に向かってがんばる

ことができます。学校生活では、失敗体験や不安の多い子どもたちも少人数のグループの中で楽しんで人

と関わり、達成感や成功体験を積み重ねていくことで自信がついていきます。 

各期の終了後には保護者会を実施し、保護者の方から家庭、学校での様子をお聞きしたり、各グループ

のリーダーからは活動中の子どもたちのがんばっている様子をお伝えし、家庭でもほめてもらうようにお

願いしています。お互いに困っていることなど共通の課題について一緒に考える場ともなり、子どもたち

と同じように保護者同士もつながっていくことで安心されるようです。 

子どもたちは回を重ねるごとに表情が柔らかくなり、毎

月のグループ活動を楽しみにしてくれている様子が感じら

れます。『いろいろ体験グループ』では、これからも仲間と

一緒に楽しみながら高め合える“居場所”作りとともに、

子どもたちがより安心して楽しく学校生活や家庭生活を送

ることができるよう応援していきたいと思います。 

 

（文責  相談員 須藤 直子） 

 

平成2８年度 柏崎市立教育センター        教育相談係だより 秋 号 

                       

心の窓 No.２０２  

 

 〒945-1355 

  柏崎市大字軽井川 4803-2 

TEL 0257(23)4591（代表） 

FAX 0257（23）4610 

E-mail soudan@kenet.ed.jp 
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☆☆☆ふれあいルームより☆☆☆ 

～貴重な体験～≪妙高宿泊体験≫ 

ふれあいルームの一大イベント「妙高宿泊体験」で

す。今年度は３人の参加で、国立妙高青少年自然の家

までバスに揺られて行ってきました。 

一泊二日の宿泊体験。「自然の中での体験を通し、

自己を振り返り、集団行動の大切さを学ぶ」という目

標で実施しました。 

センターへ元気に集合した子どもたちは、職員に「行

ってきます」とあいさつをして、バスに乗車。緊張か

ら前日よく眠れなかったせいか、バスの中はとても静

かでした。 

妙高青少年自然の家に到着後、部屋に荷物を運び、所内での生活の仕方等について確認しました。 

昼食はバイキングの食事ということで、たくさんのメニューから各自が思い思いに選んで食べました。 

午後からは、金巻さん（きんちゃん）を講師に『妙高ア

ドベンチャープログラム』を行いました。みんなの気持ち

を一つにして活動することが大切なプログラムです。 

最初は、緊張していた子どもたちでしたが、講師さんが

一人一人に温かい言葉をかけてくださるので、子どもたち

の心も体もだんだんとほぐれていきました。 

かかわる活動の大切さを学び、人をサポートする仕方を

学び、協力して考え、助け合うこと、信頼することの大切

さについて体験を通して学ぶことができました。仲間の声

に背中をたたかれ挑戦できた子、仲間を信頼して身を任せ

た子、いろいろな場面で学びがたくさんありました。 

夕食後は、『キャンドルサービス』。静かに光を放つキャ

ンドルを見つめながら、自己を振り返ったり、ふれあいルー

ムの仲間のよいところを発表したりしました。みんなのこと

をよく見ている子どもたちに感心させられました。心が温ま

る内容でした。 

二日目は、思い出として『壁掛け』を作りました。事前に

考えてきた下絵デザインをもとに製作することができました。

一人一人個性的な作品に仕上がり、いいお土産となりまし

た。 

急に頼まれた仕事にも、しっかりと取り組むことができ、

みんなが気持ちよく、さわやかに活動をすることができま

した。 

家を離れ、仲間と一緒に時間を過ごし、たくさんの経験

や学びができた貴重な二日間となりました。宿泊体験活動

の目標を、みんなで達成でき、エネルギーもたくさん補充

できました。 
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～柏崎を再確認～≪柏崎市立博物館見学≫  

９月３０日(金)、ふれあいルームの通級生で柏崎市立博物館へ

見学に行きました。まずはプラネタリウム鑑賞です。私たちが見

せていただいたのは、日本を代表する山、富士山をテーマにした

プログラムでした。半球体のスクリーンからは立体的な映像が飛

び出すような感覚になりました。富士山の大自然と天空の美しい

星空、そして音楽で感動しました。 

 

プラネタリウム鑑賞を終え、常設展を観覧し、柏崎の自然や

歴史について学びました。特に福浦猩々洞のコウモリの展示で

は、市のシンボルマークに使われていても、普段近くで見るこ

とのない実際のコウモリの標本や展示をみんなでじっくりと見

ることができました。 

 半日の活動でしたが、とても有意義な体験活動をすることが

できました。 

    （ふれあいルーム指導員 神林 治男） 

 

 

 

 

   

相談係予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ふれあいルーム≫ 

【１０月】 

２０日（木） 陶芸教室① 

【１１月】 

 ８日（火） 陶芸教室② 

１１日（金） ソフィアセンター 

１５日（火） 陶芸教室③ 

２８日（月）～ ３０日（水）  

       通級生面談 

【１２月】 

 １日（木）・２日（金） 保護者面談 

９日（金） そば打ち体験 

１３日（火） ソフィアセンター 

１５日（木） スケート体験① 

２２日（木） 後期前半通級終了 

【１月】 

１０日（火） 後期後半通級開始 

１３日（金） ソフィアセンター 

１９日（木） スケート体験② 

２５日（水） ヨガ体験 

 

≪カウンセリングルーム≫ 

※いろいろ体験グループ（ＳＳＴ） 

◎時間 

・16:30～17:30 小学校Ａ・Ｂ・Ｃグループ 

・18:30～20:00 中学校①・②グループ 

◎予定 

【１１月】 

Ａ：４日（金）Ｂ：１１日（金）Ｃ：１８日（金） 

中①：２９日（火）中②：３０日（水） 

【１２月】 

Ａ：２日（金）Ｂ：９日（金）Ｃ：１６日（金） 

中①：２１日（水）中②：２２日（木） 

【１月】 

Ａ：６日（金）Ｂ：１３日（金）Ｃ：２０日（金） 

中①：２６日（木）中②：２７日（金） 

 

 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
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育成センター通信 
０８６０ 

柏崎市青少年育成センター 

〒945-1355柏崎市大字軽井川４８０３番地２ 

℡ 0257-20-7601   FAX0257-23-4610 

Ｅ-mail：ikusei@city.kashiwazaki.lg.jp  

８月７日（日）、恒例の中高生と大人の座談会を実施しました。 

今年のテーマは、「あなたの平和への想いは？ 今 あなたができるこ

と」としました。育成委員会役員会でも中高生にはこのテーマは難し

いのではないかという声がありました。しかし、この日がちょうど広

島・長崎への原爆投下がされた日や終戦記念日に近いこと、また、オ

バマアメリカ大統領が広島平和記念公園を訪れたこと、平和の祭典オ

リンピック・パラリンピック開催の年など、戦争や平和についての話 

＜講師；阿部 松夫 様＞    

題が多く取り上げられた年であったことなどから、中高生にぜひ話し合ってもらいたい

と思い、設定しました。 

 最初に元日吉小学校校長で柏崎文化協会役員の阿部松夫様から、「ただたのみます い

くさ あらすな」という演題で、講演いただきました。深田信四郎さんが語り継いでき

た満州開拓団の悲劇と平和への願いを静かな語り口で子どもたちに話してくださいまし

た。 

『柏崎に住んでいるのに全然知らなかった。赤坂山に満州柏崎村の碑があり、戦争に大

きく関わりのあることが分かった』『この講話を聴いて、戦争の話を語り継いでいくこと

の大切さを改めて感じた。人を死に追いやる戦争はもう絶対やるべきではない』と、子どもたちは深く感じ取

っていました。 

 そのあとのワークショップでは、「あなたにとって平和とは？」「平和

のために、今 あなたができること」について、高校生の司会進行で話

し合われました。 

『柏崎の歴史の一部に触れることができた実りある半日でした。赤坂山

に何度も訪れているにもかかわらず満州柏崎村の碑を知らなかったこと

や、同世代の若者たちが満州に送ら

れていたことなど全く知らないこと

だったので、少し恥ずかしくなりました。教科書だけでは伝えきれない戦

争での実体験を話してくれる人たちから、それを私たちが受け継いでいか

なければならないと思いました。』  

５６名の中高生が話し合う姿を見守った育成委員は、難しいと思ったテ

ーマに対して子どもたちがしっかり向き合い、自分の考えを発表し、他の人の意見を聞いて考えを深める様子

を目の当たりにし、子どもたちの健やかな成長と世界の平和を強く願いました。 
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青少年育成委員会では、年間を通して高校生対象の下校育成活

動や早朝育成活動を柏崎駅構内及び周辺で行っています。これま

では育成委員のみの活動でしたが、この活動に高校生から参加し

てもらい、育成委員と共に活動できればと考えていました。高校

生同士があいさつし、声を掛け合うことで防犯意識も高まり、助

け合う心をもつことができるのではという考えからです。 

そこで、柏崎地区の高等学校生活指導連絡協議会にお願いして

各高校に働きかけていただきましたところ、この９月から高校生

と生徒指導担当の先生からご協力いただけることになりました。 

 夕方の駅構内に高校生の元気な声が響き渡り、駅を利用

する高校生・中学生・大人・そして小学生などと笑顔であ

いさつを交わしていました。「歩きスマホはやめよう」と 

書かれたポケットティッシュ

を配りながらの声かけでした。 

一緒に活動した育成委員も高

校生の笑顔に元気をもらい 

 

いつも以上に張り切って活動しました。 

 高校生同士のあいさつ、大人と子どものあいさつ、

大人同士のあいさつ。

知らない人には声をか

けづらい時代ですが、

あいさつはみんなを明

るくします。そのよう

な世の中には犯罪は生まれません。あいさつは、子どもを守る大切な言葉で

す。これからも続けたい活動です。 

 

１１ ～２月 の 予 定

１１月 １２月 １月       ２月    

日 曜 ことがら       

１ 火 下校育成活動        

11 金 夜間育成活動        

14 月 昼間育成活動       

12月～2月中は街頭育成を実施しません。 

育成委員はそれぞれの地区で子どもたちを見守ります。 
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日時：１１月２６日(土)９：５０～１５：３０ 

会場：新潟工科大学 

春の大会につづき、本年度２回目の開催です！ 

多くの皆様のご来場をお待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科教育講演会 

日時：１１月１６日(水)１５：００～１６：４５ 

会場：教育センター多目的研修室 

講師：新潟市立白新中学校 山内 伸二 教諭 

 中学校の単元で模擬授業を行いますが、小学校

の先生方もぜひおいでください。 

 

算数・数学 示範授業 

日時：１１月２９日(火)１４：０５～１６：４５ 

会場：枇杷島小学校 

講師：筑波大学附属小学校 山本 良和 教官 

 

 

池上 彰 著 「学び続ける力」 を読んで 

ふれあいルーム指導員 大橋 浩子 

 

この本は、常にわかり易い伝え方を心がけている、

元ＮＨＫの池上さんらしい筆致で、体験されてきた

ことをベースに書かれた教養論です。学ぶことのヒ

ントになる一冊です。 

 ５章に分けて書かれた本書の第４章部分には「読

書の楽しさ」をタイトルに、読書が大きく取り上げ

られていて私はそこに注目しました。 

 それは、私が人から趣味を問われた時に、読書と

答えると知的に思われがちですが、私にとっての読

書は現実逃避の色合いが濃く、胸を張って言えるも

のではないと感じていたからです。 

 その第４章の冒頭では、一生を変えた一冊として

ＮＨＫに入局するきっかけとなった「続 地方記者」

朝日新聞社（絶版）に触れ、その後には読書論とし

て「読書とは他人が考えたことを追いかけているだ

けだ」とか「読書はざるで水をすくうようだ」と言

い、本好きにとっては痛い言葉を投げかけながらも、

読書を推奨しています。また作家の林真理子さんの

提唱を引用し「いじめられたら本に逃げ込めばいい」

という特質的な視点を積極的に支持しています。 

 読書は教養の中のほんの一部分に過ぎませんが、

教養を学ぶ意味を、第５章「学ぶことは生きること」

に「自分の存在が社会の中でどんな意味を持つのか、

客観視できる力を身につけること」とまとめられて

います。 

 本書を読み、私は本を開いてざるで水をすくいな

がら、生きるための何かを身につけているのだと考

えると現実逃避の後ろめたさが少し薄まるような気

がしてきました。

所 員 随 想 

青少年のための科学の祭典 

柏崎刈羽大会（秋） 

人気の「あやしく光る びよーんスライム」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒945-1355 柏崎市大字軽井川４８０３番地２（新潟産業大学キャンパス内） 

※路線バスは、柏崎駅南口から新潟産業大学行きをご利用ください。 

※車でお越しの方は、新潟産業大学の正門から入り、キャンパス内では徐行をお 

願いします。 

 

教育センター代表ＴＥＬ：０２５７－２３－４５９１ 

代表ＦＡＸ：０２５７－２３－４６１０ 

E-mail：k-center@city.kashiwazaki.lg.jp 

教育研究班・情報教育ＴＥＬ：０２５７－２３－１１６８ 

E-mail：kec@kenet.ed.jp 

教育研究班（科学技術教育）ＴＥＬ：０２５７－２０－０２１２ 

E-mail：kagaku@kenet.ed.jp 

教育相談班（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ）ＴＥＬ：０２５７－３２－３３９７ 

E-mail：soudan@kenet.ed.jp 

教育相談班（いじめ不登校電話相談） 

ＴＥＬ：０２５７－２２－４１１５ 

青少年育成センターＴＥＬ：０２５７－２０－７６０１ 

E-mail：ikusei@city.kashiwazaki.lg.jp 

教育情報支援システム URL：http://kedu.kenet.ed.jp 

 

 

電子版の閲覧 
 

イタリアの天文学者

ガリレオ・ガリレイの

たゆまぬ創造と検証の

精神にちなみ、教育セ

ンター所報を「GALILEI」

と名づけています。 

 

インターネット(カラ

ー)版は、柏崎市 HP で

「柏崎市教育情報支援

システム」を検索し、

この支援システムトッ

プ 画 面 右 上 の 所 報

「GALILEI」をクリック

すると過去のガリレイ

も閲覧できます。 
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